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上：興津市街（目黒学園付近より）
下：勝浦市街（覚翁寺の上より）

カツウラレトロ
〜明治・大正・昭和〜
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広
報



▽
10
マ
イ
ル

　

共
通
男
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

①
藤
田
健
（
こ
す
げ
走
友
会
）

　

56
分
11
秒

②
所
倖
平
（
大
多
喜
高
校
）

③
鎌
田
裕
樹
（
千
葉
陸
協
）

④
赤
田
一
平
（
金
杉
台
中
）

⑤
永
嶋
政
弥
（
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
）

⑥
小
関
訓

⑦
鈴
木
秀
人

⑧
渡
辺
拓
矢

　
（
ダ
ン
ロ
ッ
プ
公
津
の
杜
）

▽
10
マ
イ
ル

　

共
通
女
子
の
部
（
高
校
生
以
上
）

①
鈴
木
緑
（
◎
Ｔ
Ｉ
Ｐ
蘇
我
◎
）

　

１
時
間
11
分
50
秒

②
川
野
恵
美

③
高
島
嘉
乃

④
宇
野
澤
麻
耶

⑤
小
玉
直
枝

⑥
岡
本
令
子

⑦
押
元
富
江

⑧
木
下
敬
子

▽
５
マ
イ
ル
・
高
校
生
男
子
の
部

①
関
将
太
郎
（
大
多
喜
高
校
）

　

27
分
55
秒

②
西
川
潤
（
大
原
高
校
）

③
田
邉
翼
（
大
多
喜
高
校
）

④
渡
辺
直
樹
（
大
多
喜
高
校
）

▽
５
マ
イ
ル
・
男
子
39
歳
以
下
の
部

①
大
和
久
貴
裕（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
）

　

26
分
50
秒

②
佐
久
間
渉

③
岩
政
友
紀
（
勝
浦
消
防
署
）

④
岩
瀬
和
也

⑤
中
村
一
樹
（
パ
シ
オ
ン
）

各
部
門
入
賞
者

⑥
菰
田
祐
司
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

⑦
山
田
有
輝
也

⑧
藤
江
瞬

▽
５
マ
イ
ル
・
男
子
40
歳
代
の
部

①
鈴
木
裕
行
（
南
総
Ａ
Ｃ
）

　

26
分
59
秒

②
佐
藤
剛
（
み
や
こ
し
ク
ラ
ブ
）

③
齋
木
進
（
Ｃ
Ｒ
．
ｍ
）

④
近
藤
文
義

⑤
松
田
正
人
（
古
河
千
葉
）

⑥
藤
波
秀
樹（
岡
三
証
券
グ
ル
ー
プ
）

⑦
小
金
澤
貴
史

⑧
飯
島
伊
織
（
御
走
足
へ
ろ
へ
ろ
）

▽
５
マ
イ
ル
・
男
子
50
歳
以
上
の
部

①
加
藤
文
敏
（
幸
は
や
ぶ
さ
）

　

30
分
09
秒

②
吉
留
隆
行

③
富
田
祐
司
（
浦
安
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）

④
加
藤
一
郎

　
（
名
古
屋
市
役
所
走
友
会
）

⑤
赤
羽
康
嗣
（
南
総
Ａ
Ｃ
）

⑥
黒
田
大
（
佐
倉
陸
友
会
）

⑦
畠
山
真
一
（
袖
ヶ
浦
陸
協
）

⑧
土
田
謙
一
（
大
亜
真
空
）

▽
５
マ
イ
ル
・
共
通
女
子
の
部

　
（
高
校
生
以
上
）

①
小
高
美
音
（
大
多
喜
高
校
）

　

31
分
41
秒

②
藤
田
可
南
子
（
佐
倉
陸
友
会
）

③
鵜
沢
美
奈

④
磯
野
佳
保
（
大
多
喜
高
校
）

⑤
内
田
有
紀（
南
行
徳
サ
ウ
ナ
大
臣
）

⑥
谷
野
真
由
美
（
茂
原
Ａ
Ｃ
）

⑦
福
山
佳
那

⑧
中
村
未
樹
子
（
ス
ミ
レ
薬
局
）

▽
３
㎞
中
学
生
男
子

①
緒
方
澪
那
斗
（
大
網
中
）

　

９
分
41
秒

②
中
村
碧
海
（
岬
中
）

③
鎗
田
大
輝
（
岬
中
）

④
鎗
田
光
希
（
岬
中
）

⑤
風
戸
響
（
勝
浦
中
）

⑥
吉
野
琢
朗
（
大
多
喜
中
）

⑦
齋
藤
知
哉
（
勝
浦
中
）

⑧
中
村
貴
浩
（
岬
中
）

▽
３
㎞
中
学
生
女
子

①
渡
部
春
雅

　

10
分
37
秒

②
所
春
菜
（
岬
中
）

③
大
堀
楓
奈
（
佐
原
５
中
）

④
木
原
菜
々
恵
（
岬
中
）

⑤
中
村
莉
菜
（
岬
中
）

⑥
古
舘
愛
心
（
国
吉
中
）

⑦
塩
島
羽
琉
（
国
吉
中
）

⑧
日
置
遥
奈
（
国
吉
中
）

▽
２
㎞
小
学
生
男
子
（
５
年
生
以
上
）

①
佐
久
間
亮
汰
（
勝
浦
小
）

　

７
分
12
秒

②
布
施
尚
希
（
南
条
小
）

③
土
田
結
良
（
中
根
小
）

④
渡
邉
拓
己
（
白
潟
小
）

⑤
井
上
陸
斗
（
東
葛
Ｒ
Ｃ
）

⑥
白
野
直
哉
（
白
幡
小
）

⑦
渡
邊
祥
（
豊
浜
小
）

⑧
中
野
友
稀
（
勝
浦
小
）

▽
２
㎞
小
学
生
女
子
（
５
年
生
以
上
）

①
千
葉
美
祿
（
勝
浦
小
）

　

７
分
57
秒

②
刈
米
さ
く
ら
（
は
や
し
整
骨
院
）

③
中
島
心
咲
（
太
東
小
）

④
市
川
翼
（
総
野
小
）

⑤
刈
米
り
ん
（
は
や
し
整
骨
院
）

⑥
一
柳
早
花
（
勝
浦
小
）

⑦
末
吉
暖
歌
（
勝
浦
小
）

⑧
西
岡
朋
香
（
東
部
小
）

※
氏
名
、
所
属
は
、
申
請
登
録
さ
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

第
43
回

「
勝
浦
鳴
海
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

MY STAGE
　

好
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
19
日
、
勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
「
第
43
回
勝
浦
鳴
海

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
７
７
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
が
勝
浦
の
街
を
颯
爽
と
走
り
ま
し
た
。
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MY STAGE

瑞宝単光章
渡邉　寛さん

〔元警視庁警察官〕

瑞宝双光章
君塚　司農夫さん（法花）

〔元夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防司令長〕

　内閣府から平成２９年秋の叙勲などの受章者が発表され、市内では渡邉寛さん、君塚司農夫
さん、渡邉玄正さんの３人が栄誉に輝きました。

　第２９回危険業務従事者叙勲　秋の叙勲

旭日双光章
渡邉　玄正さん（守谷）
〔元勝浦市議会議員〕

～長年の功労が称えられる～
おめでとうございます

３地区小学校サッカー大会

茂原税務署等主催
中学生の「税についての作文」

「税の標語」コンクール

３地区小学校ミニバスケットボール大会

平成２９年度
国土緑化運動ポスター
原画コンクール

優　勝　　上野小学校
準優勝　　総野小学校
第３位　　勝浦小学校　郁文小学校

「税についての作文」部門
　茂原関税会会長賞
　　　佐藤　亮介（勝浦中３年）
　　　「国を支える税」

「税の標語」部門
　長夷納税貯蓄組合連合会会長賞
　　　鈴木　美羽（勝浦中１年）
　　　「税金で　被災地復興　笑顔へと」

優　勝　　勝浦小学校
準優勝　　総野小学校
第３位　　上野小学校　豊浜小学校

小学校低学年の部
　特　選　　髙梨　康太朗（郁文小１年）
　佳　作　　髙橋　優月（総野小１年）

小学校高学年の部
　特　選　　伊藤　心幸（郁文小４年）
　佳　作　　河野　欣矢（郁文小４年）
　　　　　　目羅　海斗（郁文小４年）

　１１月１７日号（No. ８４４）５ページ（マイステージ）において、
成績の表記に誤りがありましたので、訂正しお詫び申し上げます。
・夷隅郡市中学校新人体育大会　剣道男子個人
［誤］準優勝　依光　冴亮　→［正］優勝　依光　冴亮

お詫びと訂正
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　「第２１回勝浦市民号」が１１月１４、１５日の１泊２日の日程で行われました。
神秘的な地下空間が広がる大谷石地下採石場跡を見学したり、平成大改修で建設
当時の輝きを取り戻した日光東照宮陽明門を眺めたり、お座敷列車に揺られなが
ら錦秋の日光・鬼怒川を満喫する楽しい市民旅行となりました。

輝きを取り戻した陽明門

ガイドの案内で日光東照宮を散策

大親睦会での鏡開き・乾杯

お座敷列車の旅を堪能

神秘的な雰囲気のある大谷石地下採石場跡を見学

鬼怒川の秋の味覚に舌鼓

Katsuura 
Topics

～錦秋の日光・鬼怒川を満喫～
第21回 勝浦市民号の旅

いってきました
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　１０月２５日、市役所４階大会議室で市内の若手農
業者が地域農業の活性化を目的に、市長と勝浦市農業
委員会会長、県夷隅農業事務所改良普及課長らを交
え、意見交換を行いました。また、参加した皆さんは、
「儲かる農業にするには」と題してワークショップも
行い、それぞれの抱える課題や悩みなどとともに、ラ
イフスタイルに合った農業の取り組みや共同で取り
組む農業などについて、活発に話し合いました。

　１１月１８日、古新田区民館で地元の方々が集ま
り、防災演習が行われました。「身のまわりのものを
使った応急手当」をテーマに、市役所の防災担当職員
が講師を務め、災害時にけがをした際、ものが十分に
ない状況でも対応できる方法が紹介されました。サ
ランラップと新聞紙とレジ袋を使った腕の骨折に対
する処置や、風呂敷を三角巾代わりにした手当などに
地元の方は熱心に取り組んでいました。

　１１月１７日、勝浦市と勝浦市内の郵便局の双方に
おいて、「災害時における相互協力」「高齢者見守り」
「道路損傷等の情報提供」など、日頃の郵便配達業務
などから得られる情報をもとに、相互の資源の活用を
図ることが有意義と認められる事項について、市民
サービスの向上を図ることを目的とした包括連携協
定の締結式を行いました。

　１１月１８日、アジサイやヒガンバナで有名な市野
川の妙提寺には、地元の方などおよそ１００人が集
まっていました。話をうかがうと、この日、お寺では
お会式法要が行われていたとのこと。その後、バンド
演奏、落語、手品が本堂で披露され、集まった人たちか
らは大きな拍手が湧き起こりました。このイベント
は、地元の方々に昔をなつかしんでもらおうと、およ
そ６０年ぶりに開催されました。

農業のこれからを考える

若手農業者、市長と対談

身のまわりのもので応急手当

古新田区で防災演習

市民サービスの向上を

市内郵便局との包括連携協定締結

６０年ぶりの開催

お寺で演芸を楽しむ

率直な意見を交わす

風呂敷を使った頭部のけがの対処法

猿田市長（左）と関谷光弘勝浦郵便局長（右）

本堂に響く軽快なサウンド

Katsuura Topics
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　１０月２３日、文部科学省より平成２９年度学校給
食表彰の表彰者が発表され、学校給食優良学校として
勝浦小学校が表彰されました。今年度は全国でもわ
ずか１６校、千葉県内では唯一の選出校となりまし
た。この表彰は学校給食の普及と充実を図るために、
優秀な成果をあげた学校などに贈られるものです。
　写真は１１月２１日、勝浦小の岩政智子校長が藤平
教育長に表彰の報告をした際の１枚。

　芸術文化交流センターで１１月２１日、古市佳央氏
による特別講演会が勝浦市青少年相談員連絡協議会
（中村吉政会長）の主催で行われ、勝浦中学校の生徒
や関係者など、およそ４００人が会場に訪れました。
「本当の幸せとは～乗り越えられない壁はない～」を
テーマに、古市氏自身の体験談を交え行われた講演を
参加者たちは、時おりうなずいたり、考え込む表情を
見せながら聞き入っていました。

　１１月２４日、勝浦市の学校給食に地産地消の一環
として、勝浦ロケーションサービス（ＫＬＳ）が新しい
ご当地グルメとして開発を行っている「勝運カツ」が
提供されました。
　勝運カツはカツオの切り身をフライにしたもので、
ＫＬＳでは、勝浦市のＰＲのために映画やドラマ等の
撮影現場に差し入れをしたり、様々なイベントに出品
したりしています。なかでも８月末に行われた「全国
ふるさと甲子園」では冷やし勝運カツ茶漬けを提供
し、第２位に相当する準グランプリを獲得することと
なった注目の食べ物となっています。
　児童たちは、いつもの食べなれた刺身などとは一風
変わったカツオの食感に揚げ物特有の食欲そそる力強
さが加わった食べ応えが気に入ったのか、みんなバク
バクとほおばっていました。
　ちなみに「かつんかつ」という名前は「カツオのカ
ツ」の勝浦弁。カツオのことをカツと縮め、「～の」を
「～ん」（僕の家＝ぼくんちと同じ）と話すもので、発音
はチキンカツと同音です。

勝浦小が表彰！全国でも１６校！

学校給食優良学校として表彰
本当の幸せとは

古市佳央氏特別講演会

根付け！新ご当地グルメ　給食に勝
か つ ん か つ

運カツが出たよ

報告に訪れた岩政校長（左）と藤平教育長（右）講師を務めた古市さん

かー！こてらんね！

すんなりパクパク、おいしそう

Katsuura Topics
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勝
浦
市
で
は
平
成
29
年
10
月
２
日
㈪
か
ら
12

月
30
日
㈯
ま
で
の
間
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
現
行
の
補

助
対
象
期
間
（
12
月
30
日
ま
で
）
で
は
助
成
対

象
の
方
が
期
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
勝
浦
市
で
は
高
齢

者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
期
間

を
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で
延
長
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
防
接
種
が
可
能
か
ど
う
か
は
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
状
況
に
よ
り
ま
す
の
で
、
予
防
接

　

市
で
は
毎
年
、
80
歳
以
上
の
市
民
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
有
し
、
歯
の
健
康
が
優
れ
て
い

る
方
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
を
選
び
夷
隅
郡
市

歯
科
会
が
主
催
す
る
「
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
選
考
会
へ
選
出
し
て
い
ま
す
。

　

80
歳
以
上
の
方
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ

る
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

応
募
資
格　

入
れ
歯
以
外
の
歯（
か
ぶ
せ
た
歯
、

●子育て相談ぐんぐん（ことばの相談）
　対象：就学前のお子さま
☞１２月２０日㈬　
　受付：１０：００～１４：３０
　こども館　＊要予約
※母子健康手帳

保健だより
申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

※は持ちもの【各種健康相談】

種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
期
間

　

平
成
29
年
10
月
２
日
㈪
～

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

接
種
場
所

　

市
内
医
療
機
関
ま
た
は
千
葉
県
相
互
乗
り
入

れ
協
力
医
療
機
関
（
要
予
約
）、
た
だ
し
、
千

葉
県
相
互
乗
り
入
れ
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
契
約
状
況
に
よ
り
医
療
機
関
の
対
応
が
異
な

り
ま
す
の
で
事
前
に
医
療
機
関
へ
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
「
対
象
者
」「
助
成
額
」「
接
種
回
数
」
に
つ

い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

差
し
歯
で
も
よ
い
）
が
20
本
以
上
あ
り
、
日

常
生
活
を
健
康
に
過
ご
せ
て
い
る
80
歳
以
上

の
市
内
在
住
の
方
。

申
込
期
限　

平
成
30
年
１
月
12
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

選
考
会
日
時　

平
成
30
年
１
月
19
日
㈮ 

　
　
　
　
　
　

13
時
受
付

場
所　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
（
キ
ュ
ス
テ
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
期
間
を
平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

延
長
し
ま
す

平
成
30
年
度「
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

代
表
者
選
考
会
参
加
者
募
集
中

　

市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
、
６
月
に
子
宮
頸
が
ん
、
６
月
～
７
月
に

前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん
、
10
月
に
乳
が
ん
の
集

団
検
診
を
実
施
し
、
精
密
検
査
が
必
要
と
診
断

さ
れ
た
方
に
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
、

結
果
報
告
を
市
役
所
介
護
健
康
課
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
文
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

す
で
に
医
療
機
関
を
受
診
済
み
で
、「
各
種

が
ん
検
診
精
密
検
査
結
果
報
告
書
」
を
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
市
役
所
介
護
健
康
課
ま
で

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
介

護
健
康
課
窓
口
や
電
話
に
て
、
精
密
検
査
受
診

日
、
医
療
機
関
・
受
診
結
果
を
ご
報
告
し
て
い

た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

が
ん
検
診
は
、
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

受
け
た
後
が
肝
心
で
す
。
が
ん
検
診
は
、
が

ん
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
要

精
密
検
査
と
な
っ
た
人
は
、
結
果
を
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
医
療
機
関
で
の
精
密
検
査
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
平
成
30
年
度
の
各
種
が
ん
検
診
を
新
規

で
お
申
し
込
み
希
望
の
方
は
お
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
来
年
度
の
検
診
日

程
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

「
各
種
が
ん
検
診
精

密
検
査
結
果
報
告

書
」
提
出
に
つ
い
て

●離乳食教室
　対象：離乳食をこれから始めるお子さまの保護者
　☞１月１０日㈬
　受付：９：３０～９：４５
　芸術文化交流センター大調理室
＊要予約（１週間前までにご連絡ください）
※母子健康手帳・筆記用具・エプロン・手ふきタオル
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人事行政の
　運営状況を公表します

（概要版）

　市職員の勤務時間や服務などの状況を市民
の皆様にご理解いただくため、平成２９年４
月１日現在の状況を公表します。
問合せ　総務課職員係（☎７３－６６４３）

１．職員の任免および職員数に関する状況

（１）職員の採用試験の実施状況（平成 28 年度）

区　　　分 受験者数

一 般 行 政 職（ 上 級 ） 11

一 般 行 政 職（ 初 級 ） 7

土  木  職（ 上 級 ） 0

社　 会　 福　 祉　 士 7

保　　 健　 　 師 2

合 　 　 　 　 　 計 27

（２）職種別採用者数（平成 28 年度）  

区　　　分 受験者数

一 般 行 政 職（ 上 級 ） 4

一 般 行 政 職（ 初 級 ） 3

土  木  職（ 上 級 ） 0

社　 会　 福　 祉　 士 2

保　　 健　 　 師 1

合 　 　 　 　 　 計 10

（３）事由別退職者数（平成 28 年度）

定年退職 勧奨退職 普通退職
その他

合計
分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職

4 0 6 0 1 0 0 11

＊採用は平成 29 年 4 月 1 日
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４．職員の分限および懲戒処分の状況

（１）職員の分限処分の事由別件数　休職　3 名
（２）職員の懲戒処分の事由別件数　免職　1 名

５．職員の研修および勤務成績の評定の状況

（２）職員の勤務成績の評定に関する制度の概要

区　　　分 事　　　　　　　　　項

制度の目的

勤務評定は、職員の指導および監督
の有効な指針とし、人事の公正を期
するための基礎となるものであり、
職員の勤務能率の発揮および増進を
図ることを目的として実施している。

評定の種類 定期評定、条件付採用期間評定、　　
特定評定

（１）職員研修の実施状況

職員の資質向上、専門知識の修得などによる職
務遂行能力の増進を図るため、夷隅郡市広域市
町村圏事務組合、千葉県自治研修センターへの
研修参加を実施している。

６．職員の福祉および利益の保護の状況

（１）職員の保健に関する事項
職員の健康診断の実施状況（平成28年度）

区 分 対 象 者 受 診 者 数

成人病予防検査 35 歳以上 150 人
健 康 診 断 全職員 217 人
胸 部 X 線 検 査 全職員 224 人

＊成人病予防検査には臨時職員への助成対象者を含む。

（２）公務災害および通勤災害の認定件数（平成28年度）

公務災害の認定件数 3 件

通勤災害の認定件数 0 件

（３）勤務条件に関する措置の要求状況（平成 28 年度）　
該当なし

（３）育児休業および部分休業取得状況（平成28年度）

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

うち両休業
取得者数

男性職員 － － －

女性職員 9 2 7

計 9 2 7

（２）年次休暇の取得状況（平成28年度）

職 員 数 平均取得日数 消 化 率
238 人 9.2 日 23.7%

※市長、副市長、教育長を除く。

２．職員の勤務時間その他勤務条件の状況

３．職員の服務の状況
（１）職務専念義務免除の人数（平成 28 年度）

事　　　　　由 人数（延べ）

消防団員の消防活動、健康管理に
よる人間ドッグ受検および厚生計
画による体育活動参加など

94 人

（２）営利企業などの従事許可の人数（平成 28 年度）

兼業許可申請に係る許可者数 16 人

＊消防団入団などのための申請です。

（１）一般職員の勤務時間（平成 29 年 4 月 1 日現在）

１週間の正規の勤務時間 １日の正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間 45 分 7 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分
12 時 00 分

～

13 時 00 分

＊平成 22 年 4 月 1 日から 1 日の勤務時間が 7 時間 45 分に変更となったことに伴い、終了時刻を 17 時
15 分に変更しています。
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干
物
の
中
で
も
「
特
に
勝
浦
産
キ
ン
メ
の
干
物
が
お
す
す

め
！
」
と
強
調
す
る
の
は
、
渡
邉
代
表
の
右
腕
と
し
て
活
躍

す
る
長
谷
川
尚
江
さ
ん
だ
。
実
は
長
谷
川
さ
ん
、
勝
浦
の
魅

力
を
詰
め
込
ん
だ
商
品
を
次
々
と
生
み
出
す
〝
勝
浦
の
宣
伝

部
長
〞。
市
野
川
地
区
の
営
農
組
合
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
キ
ウ

イ
の
販
売
を
開
始
。
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
に
続
き
、
今
年
は
キ

ウ
イ
プ
リ
ン
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
今
や
定
番
土
産
と
な
っ

た
、
熱
血
!!
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
と
協
力
し
て
開
発
・

発
売
し
て
い
る
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン（
生
麺
・
３
食
入
）に
至
っ

て
は
発
売
開
始
か
ら
の
販
売
数
が
１
２
０
万
食
を
超
え
る
。

　

そ
れ
ら
地
元
素
材
を
活
か
し
た
商
品
を
、
卸
の
販
売
網
を

使
い
、
県
内
各
地
の
道
の
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
ホ
テ
ル
な

ど
多
方
面
で
販
売
。
商
品
に
込
め
た
勝
浦
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
、
そ
の
つ
な
が
り
の
多
さ
も
鈴
正
の
強
み
で
あ
る
。

　

一
方
、「
勝
浦
の
ワ
カ
メ
を
使
っ
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
を
商
品
と

し
て
復
活
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
高
齢

化
が
進
ん
で
、
塩
漬
け
や
茹
で
る
作
業
が
で
き
な
い
状
況
な

ん
で
す
。
販
路
は
あ
る
の
で
、
あ
と
は
製
造
さ
え
で
き
れ
ば
」

と
課
題
も
挙
げ
る
。

　

そ
ん
な
鈴
正
の
活
動
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
勝

浦
の
魅
力
を
発
掘
し
、
ツ
ア
ー
商
品
と
し
て
旅
行
会
社
に
提

案
。
特
に
鵜
原
理
想
郷
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
勧
め
続
け
て
お

り
「
最
近
、
旅
行
業
者
さ
ん
も
理
想
郷
に
ず
い
ぶ
ん
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
渡
邉
さ
ん
は
振
り
返
る
。
地
道
な
活

動
を
重
ね
な
が
ら
も
、「
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

開
催
し
て
み
た
い
」
と
、
渡
邉
代
表
の
勝
浦
に
か
け
る
意
欲

は
衰
え
を
知
ら
な

い
。
今
後
の
展
開

も
楽
し
み
だ
。

１）食欲をそそる匂いが店内を漂わせる、干物の試食コーナー　２）観光バスが到着するや、店内は一気に活気に包まれる
３）これから商品の配達に向かう。県内各地に多くの販路を持つ　４）工場直送の干物は一番人気。写真は勝浦産キンメダイの
干物　５）多くの勝浦タンタンメン関連商品を取り扱う　６）晩秋の収穫期には市野川地区のキウイの果実も直売　７）キウイ
プリンは果実感を重視。実がごろりと入っている

　

国
道
１
２
８
号
線
の
浜
行
川
辺
り
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
観
光
バ
ス
。

お
客
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
い
る
の
は
、
房
総
の
海
産
物
や

土
産
物
を
販
売
す
る
鈴す

ず
し
ょ
う正

の
直
売
所
〝
お
さ
か
な
村
〞
だ
。

　

干
物
を
手
に
取
り
、
い
け
す
の
伊
勢
海
老
や
ア
ワ
ビ
を
吟

味
し
て
…
市
場
さ
な
が
ら
の
活
気
の
中
に
、
試
食
用
の
干
物

を
焼
く
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
う
。
時
期
に
よ
っ
て
は
ツ
ア
ー

客
向
け
に
サ
ザ
エ
や
ホ
タ
テ
、
み
か
ん
な
ど
の
詰
め
放
題
イ

ベ
ン
ト
も
行
う
と
い
う
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
、
五
感
を
刺

激
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
で
あ
る
。

　

買
い
物
を
終
え
た
ツ
ア
ー
客
が

出
発
す
る
時
に
は
手
を
振
っ
て

お
見
送
り
。「『
ふ
れ
あ
い
を
感

動
に
、
喜
び
を
感
謝
へ
！
』
が

う
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

と
い
う
、
お
さ
か
な
村
を

経
営
す
る
鈴
正
代
表
、
渡

邉
一
洋
さ
ん
の
言
葉
が

思
い
返
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

鈴
正
は
土
産
品
の
卸
売
販
売
を
メ
イ
ン
に
行
う
企
業
で
、

取
り
扱
い
品
目
は
三
百
以
上
に
も
及
ぶ
。
そ
の
中
で
も
ダ
ン

ト
ツ
で
人
気
な
の
が
工
場
直
送
の
干
物
だ
。
そ
も
そ
も
、
漁

師
だ
っ
た
渡
邉
さ
ん
の
父
親
が
始
め
た
干
物
店
が
鈴
正
の
原

点
。「
漁
師
が
自
分
で
食
べ
る
干
物
を
届
け
た
い
」
と
、
今
も

当
時
の
製
造
法
を
踏
と
う
し
ゅ
う襲
し
た
干
物
作
り
を
行
な
っ
て
い
る
。

港町・勝浦ならではの

活気と人情あふれるおもてなし。

加えて卸の流通網、商品開発力、

そして勝浦の魅力を伝えんとする想いを

フル稼働させて多彩な活動を展開。

そんな企業の姿をレポート !!

笑顔の絶の絶えなえない「い「い 伝伝宣伝 長」長」長」長笑顔笑顔笑顔の絶の絶の えなえなない「い「い 宣伝宣伝宣伝部長部長部長」長」長長
谷谷川川尚江江江さんさんさん。。 品品 発の発の発のほかかか谷川谷川谷川尚江尚江尚江さんさん 商商。商品開品開品開発の発の発のほかほかほか

ややや にににも飛もも び り、り、り イベイベイ営業営業営業や配や配や配達に達に達にも飛も飛も飛び回び回び回り、り、り イベイベイベ
ントントント も。も。地元地元 材材を活を活かしかしかしントントント出店出店店も。も。地元地元元素材素材素材を活を活を活かしかしかし
たアたアたアイデイデイ アはアはア 尽き尽き尽 るこるこことがとがとがないないたアたアたアイデイデイデアはアはアは尽き尽き尽きるこるこことがとがとがないないない

五
感
を
刺
激
す
る
直
売
所

12

7

地元業者の協力を得て開発した今月発売開始の、勝浦産
キハダマグロのハンバーグ。電子レンジで調理できる

鈴正では旨たれやメンマなど、勝浦タンタ
ンメンの関連商品を次々と生み出している

【 有限会社 鈴
すずしょう

正 】
所在地■勝浦市浜行川 134-1
創業■ 1988 年創業。1970 年に大原町（現いすみ市）
浪花で両親が開いた魚屋が原点。1994 年に直売所オー
プン。2015年、大原から本社を勝浦へ移した
主な事業内容■観光土産の卸売販売、商品開発、干物製造、
直売所「おさかな村」の運営
従業員■ 25 人（現在、パート募集中！）
☎ 0470-76-4710
http://boso-suzusho.net
http://www.osakanamura.com

35 46

勝
浦
の
魅
力
を
観
光
の
各
方
面
に
活
か
す

「企業見聞録」は元・地域おこし協力隊、ぬまっち特派員が勝浦の企業の知られざる魅力にフォーカスする隔月連載です
取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子　記事の問合せ▶勝浦市企画課企業立地推進班　☎0470-73-6687

ぬ
ま
っ
ち　
　
　
　

が
行
く
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干
物
の
中
で
も
「
特
に
勝
浦
産
キ
ン
メ
の
干
物
が
お
す
す

め
！
」
と
強
調
す
る
の
は
、
渡
邉
代
表
の
右
腕
と
し
て
活
躍

す
る
長
谷
川
尚
江
さ
ん
だ
。
実
は
長
谷
川
さ
ん
、
勝
浦
の
魅

力
を
詰
め
込
ん
だ
商
品
を
次
々
と
生
み
出
す
〝
勝
浦
の
宣
伝

部
長
〞。
市
野
川
地
区
の
営
農
組
合
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
キ
ウ

イ
の
販
売
を
開
始
。
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
に
続
き
、
今
年
は
キ

ウ
イ
プ
リ
ン
を
開
発
し
た
。
そ
し
て
今
や
定
番
土
産
と
な
っ

た
、
熱
血
!!
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
と
協
力
し
て
開
発
・

発
売
し
て
い
る
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン（
生
麺
・
３
食
入
）に
至
っ

て
は
発
売
開
始
か
ら
の
販
売
数
が
１
２
０
万
食
を
超
え
る
。

　

そ
れ
ら
地
元
素
材
を
活
か
し
た
商
品
を
、
卸
の
販
売
網
を

使
い
、
県
内
各
地
の
道
の
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
ホ
テ
ル
な

ど
多
方
面
で
販
売
。
商
品
に
込
め
た
勝
浦
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
、
そ
の
つ
な
が
り
の
多
さ
も
鈴
正
の
強
み
で
あ
る
。

　

一
方
、「
勝
浦
の
ワ
カ
メ
を
使
っ
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
を
商
品
と

し
て
復
活
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
高
齢

化
が
進
ん
で
、
塩
漬
け
や
茹
で
る
作
業
が
で
き
な
い
状
況
な

ん
で
す
。
販
路
は
あ
る
の
で
、
あ
と
は
製
造
さ
え
で
き
れ
ば
」

と
課
題
も
挙
げ
る
。

　

そ
ん
な
鈴
正
の
活
動
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
勝

浦
の
魅
力
を
発
掘
し
、
ツ
ア
ー
商
品
と
し
て
旅
行
会
社
に
提

案
。
特
に
鵜
原
理
想
郷
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
勧
め
続
け
て
お

り
「
最
近
、
旅
行
業
者
さ
ん
も
理
想
郷
に
ず
い
ぶ
ん
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
渡
邉
さ
ん
は
振
り
返
る
。
地
道
な
活

動
を
重
ね
な
が
ら
も
、「
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

開
催
し
て
み
た
い
」
と
、
渡
邉
代
表
の
勝
浦
に
か
け
る
意
欲

は
衰
え
を
知
ら
な

い
。
今
後
の
展
開

も
楽
し
み
だ
。

１）食欲をそそる匂いが店内を漂わせる、干物の試食コーナー　２）観光バスが到着するや、店内は一気に活気に包まれる
３）これから商品の配達に向かう。県内各地に多くの販路を持つ　４）工場直送の干物は一番人気。写真は勝浦産キンメダイの
干物　５）多くの勝浦タンタンメン関連商品を取り扱う　６）晩秋の収穫期には市野川地区のキウイの果実も直売　７）キウイ
プリンは果実感を重視。実がごろりと入っている

　

国
道
１
２
８
号
線
の
浜
行
川
辺
り
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
観
光
バ
ス
。

お
客
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
い
る
の
は
、
房
総
の
海
産
物
や

土
産
物
を
販
売
す
る
鈴す

ず
し
ょ
う正

の
直
売
所
〝
お
さ
か
な
村
〞
だ
。

　

干
物
を
手
に
取
り
、
い
け
す
の
伊
勢
海
老
や
ア
ワ
ビ
を
吟

味
し
て
…
市
場
さ
な
が
ら
の
活
気
の
中
に
、
試
食
用
の
干
物

を
焼
く
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
う
。
時
期
に
よ
っ
て
は
ツ
ア
ー

客
向
け
に
サ
ザ
エ
や
ホ
タ
テ
、
み
か
ん
な
ど
の
詰
め
放
題
イ

ベ
ン
ト
も
行
う
と
い
う
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
、
五
感
を
刺

激
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
で
あ
る
。

　

買
い
物
を
終
え
た
ツ
ア
ー
客
が

出
発
す
る
時
に
は
手
を
振
っ
て

お
見
送
り
。「『
ふ
れ
あ
い
を
感

動
に
、
喜
び
を
感
謝
へ
！
』
が

う
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

と
い
う
、
お
さ
か
な
村
を

経
営
す
る
鈴
正
代
表
、
渡

邉
一
洋
さ
ん
の
言
葉
が

思
い
返
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

鈴
正
は
土
産
品
の
卸
売
販
売
を
メ
イ
ン
に
行
う
企
業
で
、

取
り
扱
い
品
目
は
三
百
以
上
に
も
及
ぶ
。
そ
の
中
で
も
ダ
ン

ト
ツ
で
人
気
な
の
が
工
場
直
送
の
干
物
だ
。
そ
も
そ
も
、
漁

師
だ
っ
た
渡
邉
さ
ん
の
父
親
が
始
め
た
干
物
店
が
鈴
正
の
原

点
。「
漁
師
が
自
分
で
食
べ
る
干
物
を
届
け
た
い
」
と
、
今
も

当
時
の
製
造
法
を
踏
と
う
し
ゅ
う襲
し
た
干
物
作
り
を
行
な
っ
て
い
る
。

港町・勝浦ならではの

活気と人情あふれるおもてなし。

加えて卸の流通網、商品開発力、

そして勝浦の魅力を伝えんとする想いを

フル稼働させて多彩な活動を展開。

そんな企業の姿をレポート !!

笑顔の絶の絶えなえない「い「い 伝伝宣伝 長」長」長」長笑顔笑顔笑顔の絶の絶の えなえなない「い「い 宣伝宣伝宣伝部長部長部長」長」長長
谷谷川川尚江江江さんさんさん。。 品品 発の発の発のほかかか谷川谷川谷川尚江尚江尚江さんさん 商商。商品開品開品開発の発の発のほかほかほか

ややや にににも飛もも び り、り、り イベイベイ営業営業営業や配や配や配達に達に達にも飛も飛も飛び回び回び回り、り、り イベイベイベ
ントントント も。も。地元地元 材材を活を活かしかしかしントントント出店出店店も。も。地元地元元素材素材素材を活を活を活かしかしかし
たアたアたアイデイデイ アはアはア 尽き尽き尽 るこるこことがとがとがないないたアたアたアイデイデイデアはアはアは尽き尽き尽きるこるこことがとがとがないないない

五
感
を
刺
激
す
る
直
売
所

12

7

地元業者の協力を得て開発した今月発売開始の、勝浦産
キハダマグロのハンバーグ。電子レンジで調理できる

鈴正では旨たれやメンマなど、勝浦タンタ
ンメンの関連商品を次々と生み出している

【 有限会社 鈴
すずしょう

正 】
所在地■勝浦市浜行川 134-1
創業■ 1988 年創業。1970 年に大原町（現いすみ市）
浪花で両親が開いた魚屋が原点。1994 年に直売所オー
プン。2015年、大原から本社を勝浦へ移した
主な事業内容■観光土産の卸売販売、商品開発、干物製造、
直売所「おさかな村」の運営
従業員■ 25 人（現在、パート募集中！）
☎ 0470-76-4710
http://boso-suzusho.net
http://www.osakanamura.com

35 46

勝
浦
の
魅
力
を
観
光
の
各
方
面
に
活
か
す

「企業見聞録」は元・地域おこし協力隊、ぬまっち特派員が勝浦の企業の知られざる魅力にフォーカスする隔月連載です
取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子　記事の問合せ▶勝浦市企画課企業立地推進班　☎0470-73-6687
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市
短
歌
会

台
風
の
通
り
し
跡
の
庭
の
木
々

　
紅
葉
せ
ぬ
ま
ま
葉
を
落
と
し
た
る小

林
　
秀
子

三
日
月
の
冴
え
て
亡つ

ま婦
恋
ふ
秋
の
暮
れ

　
子
の
買
う
家
の
心
配
尽
き
ぬ

那
須
　
真
治

海
も
鳴
り
木
木
も
騒
げ
る
野
分
の
風

　
寝
む
れ
ぬ
ま
ま
に
猛
る
音
聞
く

大
槻
　
晏
子

女
の
子
予
定
日
に
無
事
出
産
す

　
高
齢
の
吾
娘
に
胸
な
で
お
ろ
す

藤
江
あ
け
み

ク
ラ
ス
会
に
古
希
を
祝
し
十
日
後
に

　
友
は
笑
顔
を
の
こ
し
て
逝
き
ぬ

遠
藤
　
久
子

青
空
の
下
に
球
打
ち
遊
び
た
り

　
痛
み
な
き
身
の
有
り
難
き
か
な

岩
崎
　
千
恵

重
た
げ
に
雨
に
艶
め
く
実
む
ら
さ
き

　
そ
っ
と
触
れ
し
も
ほ
ろ
り
こ
ぼ
れ
て

黒
沼
　
令
子

高
台
の
市
庁
舎
を
染
め
る
夕
焼
け
に

　
鳴
海
の
海
も
穏
や
か
に
見
ゆ

渡
辺
　
洋
子

久
び
さ
に
上
野
公
園
通
り
ゆ
く

　
炊
き
出
し
を
待
つ
背
広
姿
も

松
村
　
憲
子

潮
風
に
揉
ま
れ
て
枯
れ
し
草
花
の

　
中
に
石
蕗
い
じ
ら
し
く
咲
く

小
沢
き
み
枝

顔
見
え
ぬ
文ふ

み

を
交
わ
し
て
と
き
め
い
た

　
昔
を
偲
ぶ
恋
は
陽
炎

柴
代
　
信
子

娘
の
声
は
メ
ー
ル
で
届
く
毎
朝
に

　
雨
だ
ね
晴
れ
だ
ね
行
っ
て
来
る
ね
と

吉
野
佳
世
子

鈴
な
り
の
実
を
も
ぎ
と
り
し
つ
る
し
柿

　
朝
日
も
柿
も
か
が
や
い
て
お
り

佐
藤
　
歌
子

山
茶
花
の
蕾
も
色
づ
き
一
年
の

　
早
さ
に
戸
惑
う
夫
の
命
日

細
野
千
枝
子

ひ
つ
じ
穂
の
小
さ
き
が
風
に
鳴
る
を
き
く

　
き
び
し
き
農
政
思
い
つ
つ
あ
ゆ
む里

見
　
絹
枝

草
津
節
流
れ
て
暮
る
る
湯
の
宿
に

　
集
う
う
か
ら
の
笑
顔
連
な
る

鈴
木
　
芳
子

新
米
の
匂
い
く
り
や
に
満
ち
て
秋

　
娘こ

の
注
ぐ
緑
茶
の
熱
き
幸
せ

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

夜よ

わ半
の
風
に
そ
っ
と
散
り
初そ

む
山
茶
花
の

　
花
か
ほ
り
く
る
な
ぜ
か
悲
し
も

鬼
久
保
里
子

夜
の
ふ
け
て
乾
燥
機
を
み
る
父ち
ち
は
は母
の

　
う
し
ろ
姿
は
「
ハ
」
の
字
と
な
り
ぬ

里
見
ふ
み
子

黄
に
朱あ
け

に
染
ま
り
て
い
で
し
幾
百
の

　
葉
は
ゆ
ら
り
揺
れ
な
か
空
に
垂た

る梅
園
　
妙
子

台
風
が
去
り
停
電
と
な
り
静
か
さ
が

　
良
い
が
不
便
さ
つ
の
る
日
な
り

江
澤
　
淑
子

市
俳
句
会
　

北
国
は
実
も
葉
も
赤
し
な
な
か
ま
ど北

条
　
杜
岡

解
体
と
き
ま
り
し
母
校
そ
ぞ
ろ
寒

石
井
れ
い
子

新
米
の
香
り
一
椀
か
ら
あ
ふ
れ

関
野
　
汀
華

十
六
夜
や
夜
更
の
湯
舟
温
も
れ
り

高
梨
　
信
子

お
六
櫛
購
ふ
秋
の
奈
良
井
宿

藤
井
　
和
子

時
雨
忌
や
句
碑
を
尋
ね
ん
本
行
寺

田
邊
　
観
潮

俳
句
（
一
般
）

衣
な
す
山
の
錦
の
艶
や
か
さ

野
村
　
育
男

柊
ひ
ゐ
ら
ぎや

甘
い
匂
ひ
を
こ
ぼ
し
け
り

篠
原
　
一
代

荒
磯
の
細
波
光
り
石
蕗
の
花

江
澤
　
茂
子

ホ
テ
ル
の
灯
渚
に
映
し
秋
日
か
な

久
我
マ
ツ
子

縁
側
の
大
仏
と
な
り
冬
日
和

里
見
ふ
み
子

※
お
願
い

　
誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたのお店を宣伝してみませんか？有料広告募集中

１号広告　４. ５ｃｍ×８. ５ｃｍ　１０，０００円（１５，０００円）
２号広告　４. ５ｃｍ×１７ｃｍ 　 ２０，０００円（３０，０００円）
３号広告　　  ９ｃｍ×８. ５ｃｍ　２０，０００円（３０，０００円）

広告の規格・料金
（　）内は市外の方の料金

問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７
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●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

１６日（火）
１３時～１５時（受付時間）

保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２３日（火） 上野集会所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

●市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

１０日（水）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２６日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・木曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●交通事故巡回相談（予約制、予約は相談日の２日前（土日・祝日除く）までにお願いします）

３０日（火） １０時～１５時 市役所 生活環境課（７３－６６４１）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京

（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談　

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談	 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談　

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談	 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●電話 de 詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

相談日

1月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

13 KATSUURA 2017.12.15



　２０１７年夏、藤井聡太四段の公式戦２９連勝を皮切りに、世間は
空前の将棋ブーム！プロの大人たちを物ともしない彼の勇姿を見て、
興味が沸いたそこのあなた、新たな年に将棋を始めてみませんか？
未経験者も大歓迎！勝浦市将棋愛好会の実力者達が将棋の基礎を丁寧
に教えて下さいます。
　藤井四段の記録を塗り替えるのは、未来のあなたかもしれない！

使用期限を過ぎてしまうと・・・
■商品券が使用できなくなります！　■払戻し・返品は一切できません！

※期限内にお忘れなくご利用ください！

使用期限は
平成２９年１２月３１日（日）まで

『新年』特別教室   かつうら子供将棋教室
WaküWakü♪カルチャースクール

わ　　く　　　　わ　　く

平成２９年度勝浦市プレミアム付商品券の

使用期限が
　　間近です！

問合せ　勝浦市商工会　☎７３－０１９９

※使用期限前に休みになる店舗もありますので、ご使用はお早めに！

開講日程　平成３０年１月２１日（日）
時　　間　１０時～１２時
場　　所　芸術文化交流センター大会議室
対　　象　市内在住・在勤・在学の方で小学生以上、18歳以下の方
　　　　　（小学生は保護者同伴）
定　　員　１２人　　　参  加  費　無料　　　講　　師　勝浦市将棋愛好会の皆さん
受付期間　１２月２２日（金）９時より受付開始（定員になり次第締め切り）
問合せ　芸術文化交流センター　☎７３−１００１
※メール・ＦＡＸでのお申し込みは受け付けできません。
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※休庁日における出生・死亡・婚姻・離婚届は、市役所１階の総合案内で当直者が受付します。
※予約制乗合タクシーの１月４日（木）の１便は、１２月２８日（木）１７時までに予約してください。

清掃センターの年末年始業務案内
①年末年始のごみの持ち込みについて

問合せ  清掃センター　☎７３−２３７０

　し尿のくみ取り業務は、１２月３０日（土）午前までとなります。年末は大変混み合いますので、くみ取りの
申し込みは一週間前までにお願いします。年始は１月 4 日（木）からくみ取り業務を開始します。

②年末年始のし尿くみ取り業務について

・年末のごみの持ち込みは、大変混雑しますので、早めの搬入にご協力をお願いします。
・大量のゴミを持ち込まれる場合も早めの搬入にご協力ください。
・昨年と持ち込むことができる日程が異なります。よくご確認ください。
・年始は１月４日（木）から収集および搬入受付を開始します。
・年末の収集は『ごみ分別収集カレンダー』のとおり行います。

市施設などの年末年始業務
年末から年始にかけて、市の施設などの業務が次の通りとなります。

日
施設

27日
水

28日
木

29日
金

30日
土

31日
日

1日
月

2日
火

3日
水

4日
木

5日
金

市役所
☎７３−１２１１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

勝浦診療所
☎７７−０３３１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

芸術文化交流センター
☎７３−１００１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

こども館
☎７３−０００１ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

図書館
☎７３−０３００ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 △ ○

ＫＡＰＰＹビジターセンター
☎７３−２５００ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

市営荒川テニスコート
☎７６−０１８０ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

かつうら聖苑
☎７６−２９５０ 休 ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○

予約制乗合タクシー
☎７３−２０４０（予約受付） ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

○＝通常業務　休＝休み　△＝午前休み

日 月 火 水 木 金 土

12/24 25 26 27 28 29 30

31 1/1 2 3 4 5 6

8：30～
17：00

8：30～
17：00

8：30～
17：00

8：30～
17：00

13：00～
17：00

8：30～
17：00

8：30～
15：00

8：30～
17：00

8：30～
17：00

8：30～
12：00

15 KATSUURA 2017.12.15



インフォメーションガーデン

第３日曜日 １２月１７日

8：30～12：30第１日曜日 　１月　７日

第３日曜日 　１月２１日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

（有料広告）

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
な
ど
の
事
業
を

営
む
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
・
構
築
物
な
ど
（
船

舶
・
農
耕
機
具
・
舗
装
路
面
・

外
構
工
事
・
広
告
塔
な
ど
も
対

象
に
な
り
ま
す
）
を
い
い
、
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産

の
状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
１
月
31
日
㈬

ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
方
で
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
方
を

対
象
に
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
を
申
請
に
よ
り
受
け
付
け

ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成

29
年
分
確
定
申
告
・
平
成
30
年

度
分
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
役
所
福
祉
課
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
要
件

・
要
介
護
度
１
～
５
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
お
り
、要
介
護

認
定
資
料
の
主
治
医
意
見
書

に
お
け
る
障
害
高
齢
者
ま
た

は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
判
定
基
準
ラ
ン
ク
が

控
除
基
準
に
該
当
す
る
方
。

※
要
支
援
１
お
よ
び
２
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
注
意
事
項

・
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
は
じ
め
ま
す

・
平
成
29
年
分
確
定
申
告
、
平

成
30
年
度
分
住
民
税
の
申
告

に
は
、
平
成
29
年
12
月
31
日

時
点
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
は

市
の
判
定
基
準
に
基
づ
き
判

定
す
る
た
め
、
認
定
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
認
定
書
の
発
行
ま
で
に
は
、

通
常
申
請
か
ら
１
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。

・
昨
年
、障
害
者
控
除
の
認
定
を

受
け
た
方
に
つ
い
て
も
、あ
ら
た

め
て
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
、控
除
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。（
毎
年
、認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ

▽
申
請
受
付
・
認
定
に
つ
い
て

　

福
祉
課
福
祉
係

　

☎
73

−

６
６
１
９

▽
税
に
関
す
る
こ
と
は

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
73

−

６
６
２
３

太
陽
光
発
電
設
備
をお

持
ち
の
方
へ

　

家
屋
の
屋
根
や
土
地
に
設
置

さ
れ
た
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
償

却
資
産
の
申
告
対
象
と
な
り
ま

す
。（
個
人
の
住
宅
用
に
設
置
さ

れ
、
か
つ
発
電
電
力
10
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
設
備
の
み
申
告
対
象

外
）

農
家
の
方
へ

　

農
業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
場

合
、
農
業
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
や
農
機
具
は
償
却
資
産
の
申

告
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

自
家
消
費
を
目
的
と
し
た
農
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
と
し
て
扱

わ
な
い
た
め
、
償
却
資
産
の
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
請
求
・
問
合
せ

　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73

−

６
６
２
４

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で
に
税
務
課
へ
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お
知
ら
せ

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

里
親
制
度
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

千
葉
労
働
局
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
重
大
交
通
事
故
多
発
！

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
！

身
の
回
り
か
ら
ヤ
マ
ビ
ル

が
生
息
で
き
な
い
環
境
づ

く
り
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

刑法犯認知件数【少ない順】〔10 月〕　

10 月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 129 ＋ 9 件
２ 南房総市 183 ＋ 31 件
３ 鴨川市 195 − 39 件

ご み 処理状況〔10 月〕　(   ) 内は前年同月比

■ 1 0 月 分 処 理 量 ： 
 平成２９年度累計  

729.991t (13.9% 増 )
4,560.179t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

639.140t（19.84% 増）
90.851t（15.47% 減）

市民のうごき〔11 月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１８，０７３
９，０９９
８，９７４

人（４４減）
人（１９減）
人（２５減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

２６
４０

４
２８

２
５
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■８，７９７世帯 （１９減）

交通事故件数〔11 月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　３８件
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

２件
０人
２人

３６件

消防署の出動〔11 月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　２件（１）
■救急：　７８件

▽
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▽
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

▽
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き

に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学

生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
千
葉

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ

い
。

▽
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
平
成
30

年
２
月
28
日
ま
で
、
第
２
回
は
平

成
30
年
３
月
20
日
ま
で
。

問
合
せ

　

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
９
８

−

４
３
６
７

　

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
里

親
委
託
の
推
進
を
目
的
に
、
里
親
制

度
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
里

親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
に
つ
い
て

知
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
30
年
２
月
４
日
㈰

場
所　

茂
原
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

視
聴
覚
室

時
間　

13
時
～
17
時

内
容

　

里
親
制
度
説
明
（
個
別
対
応
可
）

講
演
会
「
発
達
障
害
児
の
た
め
の

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ち
ば
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

☎
０
４
７
０

−

28

−

４
２
８
８

　

勝
浦
市
で
は
、
近
年
ヤ
マ
ビ
ル
の

生
息
域
が
上
野
、
総
野
地
区
の
中
山

間
地
域
を
中
心
に
広
が
っ
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
情
報
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
ビ
ル
の
活
動
時
期
は
４
月
か

ら
10
月
頃
で
雨
降
り
ま
た
は
雨
上
が

り
に
特
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
乾
燥
が
苦
手
な
た

め
11
月
か
ら
３
月
頃
に
か
け
て
は
地

　

就
職
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
ハ
ロ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
的
職
業
訓
練
）

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
希
望

す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な
職

業
ス
キ
ル
や
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
公
的
制
度
で
す
。
ま
た
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
在
職
者
の

方
向
け
の
訓
練
も
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

訓
練
コ
ー
ス
は
、
事
務
系
、
Ｉ
Ｔ
、

建
設
、
製
造
、
介
護
、
デ
ザ
イ
ン
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、シ
ス
テ
ム
開
発
、

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど
多
種
多
様
な
分
野

が
あ
り
ま
す
。

　

勝
浦
警
察
署
で
は
、
12
月
10
日
㈰

か
ら
19
日
㈫
ま
で
の
10
日
間
「
気
の

ゆ
る
み
一
杯
だ
け
が
命
取
り
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
平
成
29
年
冬
の

交
通
安
全
運
動
を
実
施
中
で
す
。

　

年
末
は
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

り
、
こ
れ
に
伴
い
飲
酒
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
事

故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
悪

質
・
危
険
な
行
為
で
す
。

　

県
警
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
の

時
期
に
飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
ま
す
。

問
合
せ　

勝
浦
警
察
署

　
　
　
　

☎
73

−

０
１
１
０

中
に
潜
っ
て
冬
を
越
す
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
期
に
自
宅
の
庭
や
集
会

場
付
近
の
草
刈
お
よ
び
「
落
ち
葉
か

き
」
を
す
る
こ
と
で
日
光
が
地
面
に

届
く
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

ヤ
マ
ビ
ル
を
減
ら
す
こ
と
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
か
ら
ヤ
マ
ビ
ル
の
す
み

つ
か
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

農
林
水
産
課
有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
73

−

６
６
３
５

　

受
講
費
用
は
、基
本
的
に
無
料（
在

職
者
や
学
卒
者
の
方
を
対
象
と
し
た

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
一
部

の
テ
キ
ス
ト
代
は
有
料
）
で
す
。
ま

た
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
に
は
、

訓
練
受
講
中
の
生
活
費
な
ど
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
い
す
み

　
　
　
　

☎
62

−

３
５
５
１
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※写真はイメージで
す

※写真はイメージです

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
1
月
12
日（
金
）発
行
で
す
。
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著者：倉本美津留
株式会社　日本図書センター

郁文小学校　６年
石橋　朔音 

　私の夢はパティシエールになることです。保
育園の時、おばあちゃんの誕生日ケーキを買い
に初めてケーキ屋さんに行ったことがきっかけ
です。ショーケースの中のケーキは、どれもキ
ラキラしていて、その中からおばあちゃんのこ
とを思って、ケーキを選んだ時のワクワクした
気持ちを今でも鮮明に覚えています。
　パティシエールになるためには、専門学校で
学んだり、修行にはげんだりして自分の力を高
めなければならないことを知りました。そのた
めに、今から料理の仕方を教えてもらい、少し
でも夢に近づきたいと思います。
　自分のお店を持ったら、幼いころの私のよう
に、ケーキを買ってくれた人がワクワクした気
持ちになるようなパティシエールを目指します。

「私の幼いころ
からの夢」

　短い言葉だけれど、「そ
うだよねぇ～」と共感した
り、「こんな考え方もある
んだ！」と、ハッとさせら

れたりします。前向きな文章で書いてあるので、
胸にスーッと入り込んできて元気が出てきます。
また言葉に添えられている絵も可愛く面白くて思
わず笑ってしまいます。ページをめくれば、心に
響く言葉に出会えるかもしれません。

○ポカポカホテル　　○黒ねこのおきゃくさま
○キリンがくる日　　○あたらしいみかんのむきかた
○重曹大事典　　　　○十二支とかわいい動物たち
○有元家のおせち品　○フィオナの海

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

郁文小学校　６年

鈴木　寛生

　ぼくの将来の夢は、宇宙飛行士になることで
す。小さいころから星座や惑星を本で見ること
が好きでした。宇宙に行ったら自分が住んでい
る地球やきれいな月を見てみたいです。
　宇宙飛行士について調べてみると、宇宙で様々
な実験や研究をしていることを知りました。さ
らに忍耐力や、たくさんの知識が必要だという
ことも分かりました。
　夢に近づくために、ぼくが今できることは、
勉強や運動を全力で頑張ることです。将来、宇
宙飛行士になったら、宇宙ステーションでたく
さんの実験をして、科学技術を進めたいです。
そして、宇宙での環境が人間の体や他の生物に
与える影響を調べて、宇宙で暮らせる時代を迎
えるために努力していきたいです。

「夢は宇宙へ」

『ことば絵本
明日のカルタ』

太陽のほほえみ

　お子さん（市内在住で未就学児）の氏名（ふりが
な）・性別・生年月日・短いコメントと両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、画像と一緒にご応募くださ
い。写真の場合は返却いたします。

　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人のラブ
ラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふりがな）
と短いコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、ご応
募ください。写真の場合は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係　☎73ー6657

広報の裏面に掲載する写真を募集しています

アイドル
大募集！！

新婚さん
大募集！！
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